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小型肝細胞癌に対する腹腔鏡下肝切除、開腹肝切除と経皮的ラジオ波焼
灼療法の治療成績の比較：SURF trial付随研究

武蔵野赤十字病院

所属　消化器科　　　　　　　　氏名　　　土谷 薫

(西暦）　　2020　年　12　月　～　2023　　年　3　月

肝切除とRFAの初回治療としての有効性を評価するために，全国規模の
多施設共同研究「初発肝細胞癌に対する切除とRFAの効果を比較検討す
るSURF-RCT，SURF-cohort研究」（以下SURF trial）が計画されまし
た。また肝切除においては，1992年に腹腔鏡下肝切除が報告され、その
施行割合は年々増加しています。その治療成績に関しては，腹腔鏡下肝
切除は開腹肝切除と比較して遜色のない結果が報告されています。しか
しながら、これらの報告は対象となった患者さんも少なく単施設からの
コホート研究であり、患者さんの背景因子もそろっていません。一般的
に、腹腔鏡下肝切除は開腹肝切除と比較して、ダメージが低いと考えら
れています。また、RFAと比較すると，再発が有意に少ないといわれて
います。しかしながら、背景因子をそろえた開腹肝切除、腹腔鏡下肝切
除とRFAを比較した報告はなく、十分な根拠は存在しないのが現状で
す。今回の研究の目的は、全国規模の多施設共同研究（SURF-trial）へ
登録された患者さんの情報を用いて、腹腔鏡下肝切除、開腹肝切除、お
よびRFAを合わせた3群におけるダメージの低い（術後在院日数、合併
症），および長期成績について検討することです。SURF-trialですでに
登録されている情報に加え、あなたの本研究に必要な項目を診療録より
一部追加させていただき、定期的に調査させていただくだけです。この
研究に参加することで，うける治療や検査など，診療の内容がかわるこ
とは一切ありませんし、不利益を受けることもありません。この調査の
結果、肝細胞癌に対する最適な治療方法についての知見を得ることがで
き、今後の肝細胞がん治療戦略を向上させることが可能であると考えて
います。

後ろ向き観察研究 （2020年12月　～　2023年3月）
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